Konica HEXAR RF 



ご使用前に必ず 
お就みください。 
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1電池を入れます。 2レンズを取がけます。 3裏ぶたを開けてフイルムを入 

れ、裏ぶたを閉じます。 













4 メインスイッチレバーを回し 5シャッターダイヤルを回して、 6フードを引き出して絞り値をセ 
て、指標を " S " にセットし電 露出モードを " AE " にセットし ットし、構図を決めてピントを 

源を入れます。 ます。 合せます。 











す。 


8ファインダー内に適正 シャツ タ 
一速度が表示されます。更に シ 
ャツ ターボタンを深く静かに押 
し込み、 シャツ ターをきってお 
影してください。 



巧の进範 



電化室カバーの溝にコインなどを 
あて、ち EP の方向に回して電池室 
カバーを開けて〈ださい。 

* 電ミ也を入れるときや電池交換するとき 
は、メインスイツチを OFF にしてから巧な 
つて〈ださい。 


電化の+、一を電化室内の表示に 
合せて正しい向きで入れて、電池 
室カバーを元の通り閉めて〈ださ 
し、 0 

* 電ミ也の+、一の向きを間違えるとカメラ 
力 y 乍動しないばかりでな〈故障の原因と 
なることがありますのでごを意〈ださ 
い。 
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メインスイッチレバーを回して電 
源を入れてから、表示パネルを確 
認してください。電池マークが黒 
〈点灯していれば、電池容量は 0 K 
です。 



使用する電池は 3 V リチウム電池 
( CR 2)2 本です。電池マークが2/3 
白くなったら、電池交換の時期で 
す。 

* 撮影途中で電池マークが2/3白〈なった 
ら、最をまで撮影してフイルムを巻き戻 
したを、電化交換して〈ださい。 


* 長巧間のお巧や、たくさんの写真を撮影 
するときには、モ楠の電ミ也をご用意して 
お〈ことをお勤めします。 

* 寒冷化では電化の性能が恆下しますの 
で、カメラを保温しながらご使用〈ださ 
し、。まれに、電化の容量が十分でも、電 
ミ也の容量がかない表示になることがあり 
まず。 

電化交換するときのご注意 

* 電化交槪するときは、 必ず電源を OFF にし 
てから 巧って〈ださい。 

* フィルムが入っているときは電ミ也を手早 
< (30 秒レ: i 巧）入れ替えて〈ださい。 






レンズのか问け/か 



幸レンズの着脱はメインスイツチを OFF にしてから巧なって〈だ 
さい。 

* レンズの着脱は、必ずレンズの主晌部分を持って巧ってくださ 
それなみでは正し〈着脱できません。 

* レンズ着脱の際、レンズ面やボディ巧部に触れたり、ボディ巧 
部にゴミやホコリが入らないようにごミ主意〈ださい。 

また、レンズにち虫って指紋をつけたりしないようにごを意〈だ 
さい。レンズキャツプをかぶせたまま巧なえば安全です。 

* フィルムが入っているが態でレンズを着脱する場合は、直が日 
ホなどの強い光を避けてください。また、レンズを取巧した状 
態で、直射日光下にが置しないで〈ださい。 



<レンズの取付け方> 

レンズの主洞部分を持ち、レンズ側の指標（赤点）を力 
メラ側のレンズ指標に合せて静かにはめ込み、時計方 
向に"カチッ"と音がして止まるまで回して取付けます。 
* 取付ける前には、レンズの後キャップ、カメラのボディキャップ 
をかして〈ださい。 

* レンズが入らない場合、あるいはす旨標をずらしてレンズを入れた 
場合はロックができません。 






< レンズの取外し方 > 


* 取かしたあとは、レンズにはレンズキャップと後キャップ、カメラ 
にはボディキヤップをかぶせて保謹することを忘れないで〈ださ 
い。 


レンズの主脈部分を持ち、カメラのレンズ着脱ボタン 
を押しながらレンズを反時計方向に止まるまで回し、 
前方に引き出して外します。 

* レンズとカメラ本体の指標が合った位置でレンズがかれます。 





3. タインスイツチレバーの扭 i を 


• メインスイッチレバーの操作に 
より、カメラの電源の日 N ■ OFF 
および連続撮影、セルフタイマ 
一撮影の切替えを行ないます。 

* レバーを回すときは、カチッと音がする 
クリックの位置に止めて使用して〈ださ 
い。 


メインスイッチレバーを回して、指標を図の位置に戻すと電源が切 
指標を " S "(1 コマ撮影）の位置れ、 OFF の状態になります。レバー 
に合せると、カメラの電源が入りはクリックの位置で止めて〈ださ 
ます。通常はこの位置でご使用くだし、。 



さい。 

* 電源 ON のが態のときは、ホマークが見え 
ます。 

* 電源 ON のときは、表示パネルにフイルム 
カウンターと電ミ也マークが点灯します。 


* 撮影をや長時間カメラを巧わないとき 
は、不用意にシャッターが切れないよう 
に電源を OFF にして〈ださい。 

* 電源 OFF のときは、ホ マークが 見えな〈な 
り、表示パネルには電化 マークの みが点 
灯します。 





■ 表示パネル 


連続撮影 



指標を " C " に合せます。シャツ 
夕ーボタンを巧し続けている間連 
結して撮影が行われます。 


参電源日 N の状態で、表示パネルにはフィルムカウンターと電池マークが 
点灯します。電源 OFF のときは電池マークのみが点灯します。 


電ミ也 マーク 


mSr 


フイルムカウンター 


(* 図は全ての液晶を点灯状態で示してありまず。） 


* 指を離すと撮影は終わります。 

* 撮影 コマ 速度は、最高約 2. 5 コマ/ 抄です。 
(コマ 速度は、 シャツ ター速度やフイルム 
感度、使用する電化状態によりを化しま 

す。） 


展晶について I 

このカメラでは、表示パネルに液晶を使用しています。 

巧晶は、高温のところでは表示が黒くなり、ほ温のところでは応答速度が遅くなるこ 
とがあ y ますが、いずれも常ミ品になれば正常に戻 y ます。また、静電気を帯びている 
ものを近づけた場合も表示が黒くなりますが、しばらく放置しておくと正常に戻ります。 




5. ファインダ ー4 表示。びミ牙^巧巧 化態で示してあります。 


• ファインダー内表示は電源を ON にしたとき、または電源加の状態のときシャッターボタンを半押しすると点 
'なします。約15秒間は測光状態が綿きますが、その後自動的にパワー OFF となりファインダー内表示は消灯 
します。シャッターボタン半押しで巧点灯します。また、シャッターボタンを半押しが態にしている間は点 
な状態が続きます。 

LED ま示 -1 ^-視野枠 

(シャッター速度目盛） 

シャツター速度或いは露出 I - 

警告を表示します。 


巧電完了表示り25が- 

専巧フラッシュ使巧時、巧電 
が完了すると "125 V マー 
クが点なします。 



SS 出捕正マーク （+/-) 
露出補正中点なします。 


フォー カ スフレーム 
ピント合わせを行う範囲です。 



• ネ見野巧及び測光範囲について 

* 28、35、50、75、90、135刚レンズ対応の視野巧を装楠しています。 

* 視野がはほ用レンズによって自動的にを化します。使用レンズの視野が巧に被写体を入れて撮影して〈ださい。 
* をレンズの視野がは、撮影時ピントを合せた距離に応じてパララックス（視差）が自動的に補正されます。 

* をレンズの測光範囲はおおよそ下図の适りです。 







参ネ見野巧手動切替えについて 

* 巧 I を枠切菅えレバーによって、レンズをおがけな 
〈ても各レンズの焦点距離ごとに異なる撮影範囲 
を確認することができます。 

* 視 I を枠切菅えレバーを内刷に押すと焦点距韶 28™ 
と gOmrn 用のネ見野梓が現れ、真ん中にすると 50 mm と 
75 mm 用の巧野がが現れます。か側の位置では、 35 mm 
と135刚用の巧野がとなります。 


28 mm 、 90 mm 



合 














6. フイルムの I れ Ti 


* 35 mm フイルムをご使巧くださし、。 



裏ぶた開放ノブを起こし、矢印方パトローネ（フィルム容器）をカチ 
向に回すと裏ぶたが開きます。 ッと音がするまで押し入れ、フィ 

牛 開けた後、裏ぶと開かノブは元の位置に ルムが平らに出るようにします。 

収納しておいて〈ださい。 

* カメラ内部には池れないようごま意〈だ 
さい。 

* 巧めてフィルムを入れる時は、カメラの 
巧側に入っている"保護シート"を取り外 
して〈ださい。 


シャッター幕について 

シャッター幕は精密部品です。絶対に指やフ 
ィルムの先端で触れたり突いたりしないで 
〈ださし、。 

特にフイルム先端がシャッター幕の上にあ 
る状態では絶対にシャッターを切らないで 
〈ださし、。 

また、ブロワーで巧〈瞭は強く巧かないで〈 
ださい。強〈吹〈とをおや破損の恐れがあり 
ます。 

ボンべタイプのブロワーは使わないで< だ 
さし、。 

* DX コードの付いたフイルムを入れると、 
使用フィルムの感度（ I 如25〜如 00) が自 
動的にセットされます。 

* DX コードの付いていないフイルムをご使 
用の場合は、フィルム感度をマニュアル 
設定してください。 







フィルムを少し引き出し、先端を メインスイッチを入れるとモータ 
カメラ内部の先端マーク（下図参一音と共にフィルムが自動給送さ 
照）に合わせて入れ裏ぶたを閉じれます。 

てくださし、。 * メインスイッチがずでに入っている場合 

は、シャツターボタンを巧して < ださし、。 


* DX コードの付いていないフイルムをご使 
用の場合は、メインスイツチを入れた後、 
更にシャツターボタンを1回押して〈だ 
さい。 



フィ ルムが正しく給送されると、 
表示パネルには "1" が表示され 
ます。 

* もし、フィルムが正し < 給送されていな 
いときは、 "0" 表示が点ミ威します。裏ぶ 
たを開けてフイルムを入れ直して〈ださ 
い。 

















7. フイルム巧 f のセットの f ゴ 


• DX コードの ない フイルムの 感度 
をセッ ト する場合や、 DX 表示と 
異なる感度に変えたい場合に使 
います。 

•フイルム感度は、 IS 06 〜6400の 
範囲で1/3段ごとに設定できま 
す。 

•任意の感度にセットすると 、 DX 
コード付きフィルム使用時でも 
マニュアル設定した値になりま 
す。 


ISO / 露出補正ダイヤルを引き上 
げながら回し、使用フィルムの感 
度に合せてフィルム感度目盛を指 
標に合せてください。 

* セットされたフィルム感度は次に設定し 
直すまで保持されています。 


DX 導入を自動設定に戻したいとき 
は、 " DX " の文字を指標に合わせて 
くださし、。 

* DX コードのないフイルムを入れてに0ダ 
イヤルを狀に合せた場合、導入感度は全 
て IS 0100 にセツトされます。 









シャ ジター ダイヤル のか 



撮影の目的ゃ巧途に応じて露出 
モードが選巧できます。 



絞り優先 AE 撮影 

" AE " にセットします。あらかじめ絞りをセットすることにより、被写体の明る 
さに応じてシャッター速度を自動的にコントロールし、適正露出を得ます。撼り 
植を一定に保てますので、被写巧深度を利用した撮影などにも®利です。 

マニュアル露出撮影 

絞りとシャッター速度を撮影意図や目的に合わせて任意にセットし撮影する方法 
です。また、意図的に露出をオーバーやアンダーにすることもできます。 


シャッターダイヤルを回して露出 
モードの切替えやマニュアルシヤ 
ッター速度の選択などを巧いま 


す。 

* シャッターダイヤルを回すときはカチッ 
と音がするクリックの位置に止めて使用 
して〈ださい。 

* AE または AEL にセットした場合は、シャッ 
夕ーダイヤルロックが掛かり、 AE / AEL な 
列■の位置にはダイヤルが回りません。口 
ックの解除は"シャッターダイヤルロッ 
ク解除ボタン’’を巧しながらシャツター 
ダイヤルを回します。 


AE ロック撮影 

" AEL " にセットします。撼 y 擾先 AE 撮影の際に用いる露出の補正方まです。逆光 
時での撮影や、動く被写体を一定の露出で連続撮影するときなど露出を固定した 
いときに使います。 


バルブ撮影 

" B " にセットします。長時聞露光をお要とする夜間撮影や、天体撮影を巧うと 
きなどに使巧します。シャッターボタンを押している間シャッター幕が開いて露 
光されます。 




9. ピントのちわせ 7； 




ピントが合っていないとき 


ピントが合ったとき 


ピント合わせは、ファインダー内 ® 二重像合致まピント合わせ 
中央の [ IZ 1 の部分で行ないます。 一般的な方まです。 

ピント合わせには2通りありま 例えば人物撮影などで、被写体の目の部分でピントを合せる場合、フ 
す。被写体に応にて合せやすい方 ァィンダーを恥き、に〕部分の二重慷がひとつに重なるまでレンズの 
まで行って〈ださい。 フォーカスリングを回します。 


* ピント合わせは、ファインダー接眼窓の 
中むに眼を置きファインダーを號いて〈 
ださい。 








ピントが合っていないとき 


ピントが合ったとき 


②上下像合致まピント合わせ 

被写体の端や、建物や塔などを線的なものの撮影で、ここ!の上下から 
はみ出している場合、図のようににこ]の境界線で被导体のズレがなく 
なるまでレンズのフォーカスリングを回します。 





10. フイルムのかり 


固 •？ し} 


フィルムを最後まで t 最り終わる 
と、フィルムが自動的に巻き戻し 
されます。 

* フィルムカウンターは、巻き戻しに連動 
して減算表示していきます。 


V 



巻き戻しが完了すると自動的に停 
止し、フイルムカウンターに "0" 
が点滅します。裏ぶたを開けてフ 
ィルムを取り出してくださし、。 

* フィルムの取り出しは直が日光を避けて 
巧って〈ださい。 

* 撮り終わったフイルムは、できるだけ早 
〈現像に出すことをお勤めします。 


"フイルムの先端を残して 
巻き戻しができます" 



巻き戻し完了直前のフィルムカウンター 
に "1" が点灯した後" 一 一-表示の状 
態で約1抄間停止します。このときに裏 
ぶたを開けると、フィルムの先端が残り 
ます。 

* 先端を残して巻き戻しした場合、そのフ 
ィルムを誤って再使用しないようごを意 
ください。 







巻き戻し一時停止機能について 
フィルムの巻き戻しを一時停止させる 
ことができます。 

巻き戻し作動中にメインスイツチレバ 
一を回し電源を OFF にすると巻き戻しが 
停止します。電源を ON にすると巻き戻し 
が再開します。 

* 結婚まなど、巻き戻しの音を立てた〈な 
い卜時停止させたい）ときに便利な磯能 
です。 


途中巻き戻しの方ま 



途中巻き戻し CR ) スイッチをスト 
ラップ調節具の突起部で押すと、 
撮影途中の フィ ルムの巻き戻しが 
できます。 

* 巻き戻し後の手順は、自動巻き属しの場 
合と同じです。 




芸ザ巧 


。-'例职 AE 巧 


• 指定した絞り値に合せてシャツ 
ター速度が自動的に変化するモ 
ードです。 

絞り値を一定に保てますので、 
被写界深度を考慮した t 最影など 
に便利です。 


電源を ON にし、シャッターダイヤ 
ルを回して露出モードを " AE " に 
セットします。 





レンズのフードを引き出し、絞り ファインダーをのぞいたままフォ 
リングを回して絞り値をセットしーカスリングを回してピントを合 
ます。 せます。 

* セットした絞りに応にた適正なシャツタ 
一ま度が自動的に設定されます。 


シャッターボタンを半押しして、 
ファインダー内表示を点灯させま 
す。絞り値に対応したシャッター 
速度（適正値）が点な表示されま 
す。 

* 約1日秒間は測光が態が続きますが、その 
後自動的にパワー OFF となり表示は消灯 
します。シャッターボタンを半巧しする 
と再点灯します。 

* AE ロックも巧能です。 












r 



シャッターボタンを更に深く静か 
に押し込み、シャッターをきって 
撮影して〈ださい。 


* 撮影が終わるとフィルムが1 コマ 自動的 
に送られ、フィルムカウンターの数字が1 
つ進みます。 


_1 

、、し’ 

/ 1 、 


、、1 '' 

■ — 4000~ — 
''!、、 

/い 


シャツター速度が連動範困か 


もし、シャッター速度が連動範困 
(適正値）を超える状態のときは、 
"4" 或いは "4000" の表示が早 
〈点滅します。このときは、絞り 
値を変えてください。 


* "4" が早〈点滅をしたときは、ほ輝度 
連動範囲外警告です。紋りを数の小さい 
方へ回します。連動範囲巧でシャッター 
速度が1/2秒より遲い場合は、 "4" がゆ 
つ〈り点減します。 

* "4000" が早く点滅をしたときは、高輝 
度連動範囲か警告です。おりを数の大き 
い方へ回します。 





連続した 2 つのシャッター速度が 
点灯したときは、シャッター速度 
が2つの表示の間であることを示 
しています。 





• シャッター速度と絞りの組み合 
わせを任意に設定できるモード 
です。また、意図的に露出を才 
ーバーやアンダーにすることも 
簡単です。 



ルを回して撮影するときのシャッ 
ター速度を指標に合せてセットし 
ます。シャッター速度は1秒〜 
1/4000砂の範囲で1段ごとに設定 
することができます。 

* シャッターダイヤルロックが掛かってい 
る場合は、シャッターダイヤルロック解 
除ボタンを巧しながらシャツターダイヤ 
ルを回して〈ださい。 



レンズのフードを引き出し、絞り 
リングを回して絞り値をセットし 
ます。 






^ フォーカスリング 



ファインダーをのぞいたままフォ 
ーカスリングを回してピントを合 
せます。 


1 

1 

、> ' 

-- 250 --適正植(点巧） 


250巧方の表示を一致 


<< 1、、 

1|>に’ム 設定したシャッター 

速度(点灯） 


させる（点巧） 


シャッターボタンを半押しして、 
ファインダー内表示を点灯させま 
す。シャッターダイヤルで設定し 
たシャッター速度が点灯します。 
また、それとは別に点;威している 
表示は、被写体の明るさと、設定 
された絞り値およびフィルム感度 
に対して適正値となるシャッター 
速度を示しています。 


適正値に合わせるには、レンズの 
絞りリングあるいはシャッターダ 
イヤルを回して双方の表示を一致 
させて点灯状態にすると適正露出 
が得られます。 












* 設定したシャッター速度および適正値が 
1/2砂より遅い場合は、ファインダー巧 
表示は "4" がゆっ〈りと点ミ威します。 

* "4" 或いは "4000" の表示が早い点滅 

をしたときは、シャッター速度の連動範 
囲か警告です。もし、適正値に合せたい 
場合は絞り値を変えて〈ださい。 

* マニュアル 露出では、.ちミ威または点灯し 
ている表示を意識的にずらすことによっ 
て、露出をアンダー気巧に、あるいはホ 
—バー気巧にするといった操作が自由に 
巧え、撮影意図に応じた写真を撮ること 
ができます。 



シャッターボタンを更に深く静か 
に押し込み、シャッターをきって 
撮影して〈ださい。 




F 口巧 


I 13. 巧号巧巧 f について 


♦被写界深度の性質 

ある被写体にピントを合せたとき、その被写体の前後にも鮮明に写る 
(ピントの合う）範囲があります。この範困を「被写界深度 J といいま 
す。鮮明に写る範囲が広いことを「深度が深い」といい、その範囲が 
狭いことを「深度が浅い」といいます。 

被写界深度には次のような性質があります。 

①紋りの数値が大きい(絞り込む）ほど深〈なり、数値がかさい(絞り 
を開く）ほど浅くなります。 

霞 同じ絞り値でも、焦点距離の短いレンズほど深く、焦点距離の長い 
レンズほど浅〈なります。 

感 被写体との距離が遠いほど深く、近いほど浅くなります。 

雷 ピントを合わせた位置より後方に深く、前方に浅〈なります。 

* 被りを開かか近にして被写体のみを就明に写し背景をボカしたり、或いは最小絞り付近 
にして被写体も背景も鮮明に写すなど、この被写が深度を利用すれば、写真表現が豊富 
になります。 





被写界深度を利用した作例 



ミ买度がまい F 4 



参被写界深度の確認方法 

被写界深度の範困は、各レンズの被写界深度目盛で読み 
取ることができます。 

レンズの距離/絞り指標両側に並んでいる一巧の数字 
が被写界深度の目盛です。被写界深度目盛は距離目盛に 
関連づけて目盛ってありますので、深度範囲を距離目盛 
から読み取ることができます。 


ミ买度が深い 



被写界深度目盛の見方 



例えば、 50 mm F 2 レンズで、撮影距離が 5 m のとき、 
絞り値を F 8 にして撮影するとします。そのとき、 F 8 
に対応する距離目盛(指標の両側にある8の範囲内） 
を読み取ると約 3. 4 m 〜約 9. 7 m となり、この範困のも 
のが大体鮮明に写ることが分かります。 



























補正 
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* M - HEXANON レンズの 90 rmiF 2.8 KM マウントタイプには、被写界深度目 
盛の都合により赤外線指標がありません。詳し〈は90麵 F 2.8 レン 
ズの使用説明書をご寞〈ださい。 


赤外撮影では巧巧光と赤外光でピント位置が異なる 
ので、ピントのズレを補正する必要があります。ピ 
ントの合った距離を指標のとなりにある赤線（赤外 
線指標）までずらして〈ださい。 


* ホか擾影は、ホ外線フィルムとフィルターを使用します。 

* 詳し〈は、ホ外線フィルムの使用説明書に従って〈ださし、。 






•ぶ光での撮影や主要被写体とそ 
の背景に極端な明暗があるとき 
などは、そのままシャッターを 
きると適正露出が得られないこ 
とがあります。 

このようなときには露出の補正 
を行います。また、意図的に露 
出オーバーやアンダーの导真を 
撮りたいときにも利用します。 
露出の補正には「露出補正ダイ 
ヤルの利用」と 「 AE ロックの利 
用」の2通りの方法があります。 


(1) 露出補正ダイヤルの利用 
•絞り優先 AE 撮影、 マニュアル 露 
出撮影のどちらの場合でも、露 
出補正の設定した値を基準にフ 
アインダー内に露出表示しま 
す。 



露出補正ダイヤルを回して、希望 
する補正値を指標に合せてセット 
します。 

捕正値は + 2 EV 〜一 2 EV までの範囲 
で 1/3 EV ごとに設定することがで 
きます。 

* 但しフイルム感度が IS 06 の場合は0~ 
+2 EV 、 IS 012 の場合は一1〜 +2 EV の範囲 
でのみ設定可能となります。 





1 


_ 

1 


露出補正ダイヤルを "0" む外に 
合せると、ファインダー内表示に 
は、+/—マークが点なし露出補 
正中であることを表示しまず。 


* 通常は露出捕正ダイヤルを "0" に合 
わせておきます。 

撮影終了後は忘れずに露出補正ダイヤ 
ルを "0" に戻しておいて〈ださい。 

* 絞り擾先 AE 撮影での補正はシャツター 
速度を制御して行ないます。 



(+ 補正） 


通常、逆光撮影などのときは "+1/3 EV 〜 +2 Er の範囲で補正します。 
逆光や明るい空、おをバックにした人物、または窓辺の人物などのよう 
に、明るい背景が撮影画面に占める割合が大きい場合、人物は露出アン 
ダーになり、 シルエット のように暗くなることがあります。このような 
ときは、露出を+ 1/3〜 +2 E \/ の範囲で補正して、露出ををく与えて撮影 
します。 

また、画面全体を明る〈仕上げたいときや明暗コントラストの強い建物 
の暗部を明る〈写したいときなど意図的に露出をを〈与えたいときの撮 
影にも利用してください。 

* 補正量がホめにくいときは、前後に1/3段階くらいずつ袖正値を変えて数巧撮影しておく 
ことをおすすめします。 





(—補正) 


また、暗い背景などのときは "一1/3 EV 〜一 2 EV " の範囲で補正します。 
黒バックの人物、スポットライトに照らしだされた人物などのように、 
暗い背景が撮影画面に占める割合が大きい場合、人物は露出オーバーに 
なり白っぽ〈なることがあります。 

このようなときは、露出を一1/3〜一 2 EV の範囲で補正して、露出を少な 
<して撮影します。 

また、画面全体を暗く仕上げたいときや空の色を強調したい風景を写し 
たいなど意図的に露出を少な〈したいときの撮影にも利用して〈ださい。 

* 補正量がホめにくいときは、前後に1/3段階〈らいずつ補正値を変えて数枚撮影しておく 
ことをおすすめします。 




(2) AE ロックの利用 
•紋リ優先 AE 撮影の際に利用する 
露出の補正方まです。 

ぷ光時での撮影や、動く被写体 
を一定の露出で連綿撮影すると 
きなど露出を固定したいときに 
利用して〈ださい。シャッター 
ダイヤルを " AEL " にセットしま 
す。シャッター-ボタン半押し 
が態で露出がカメラに記憶さ 
れ、そのままシャッターボタン 
を押すと、背景の変化に関係な 
く記憶された露出でシヤッター 
がきれます。 



最ネ刀に、シャッターダイヤルを回 
して露出モードを " AEL " にセット 
します。 

次に、主要被写体にファインダー 
内のフオーカスフレームを向け、 
ピントを合せます。 


V 



シャッター ボタンを半押し状態に 
してください。これで露出が固定 
(AE ロック） されます。 シャッター 
ボタンを半押しにしたまま希望の 
構図を ミ 夫め、 シャッター ボタンを 
さらに深く静かに押し込み t 最影し 
ます。 

* 半押しした指を離すと AE ロックは解除さ 
れます。 




* 連続撮影するときも、あらかじめ被写体 
の明るさを AE ロックしておけば背景のを 
化による影響を受けずに同じ露出の写真 
が得られます。 

* AE ロック時,点で露出連動範囲巧の警告が 
出ている場合、 AE ロックはできません。 

* このカメラは、 AE ロックのちまとしてシ 
ャッターま度を記憶しています。 AE ロッ 
クをに絞りををえると露出量が変わりま 
す。 



16. /《/レブ巧 巧 


• 夜景や天体写真など、1砂お上の 
長いシャツター速度で撮影する 
場合は、バルブ撮影モードをご 
使用〈ださい。 

* カメラぶれを防ぐため、云脚で固定する 
か安定した台などに置き、市,取のケーブ 
ルレリーズを使用して撮影して<ださ 
い。 



シャッターダイヤルを回して露出 
モードを " B " にセットします。 
絞り値をセットし、ピントを合せ 
て撮影してください。シャッター 
ボタンを巧している間シャッター 
が開いて露光されます。 

* シャッターダイヤルロックが掛かってい 
る場合は、シャッターダイヤルロック解 
除ボタンを巧しながらシャッターダイヤ 
ルを回して〈ださい。 


ケーブルレリーズ 



市販のケーブルレリーズは、ケー 
ブルレリーズソケットにねじ込み 
ご使用〈ださい。 


* ケーブルレリーズを使用する場合は、 
シャッター半巧しの状態の AE 測光がで 
きません。あらかじめシャッターボタ 
ンを半押しし、露出の確認をしてから 
ケーブルレリーズを作動させてくださ 
い。 






セルフタイマー巧巧 



メインスイッチレバーを回して、 
指標を@マークに合せます。 



ピントを合せ、シャツターボタン 
を押してください。セルフタイマ 
一がスタートし、約10砂後にシャ 
ツターがきれます。 

* セルフタイマーのスタートと同時に、セ 
ルフタイマーランブが約7抄点灯し、撮影 
の約3抄前から点滅に切替ります。 


* 云脚をご使用〈ださい。 

* 測光はシャッターボタンを巧したときに 
巧われますので、カメラのを側に立って 
シャッターボタンを押してください。 

* 露出モードを" B " にセットしたときは、 
セルフタイマーは使用できません。 

* セルフタイマーの作動をキャンセルした 
いときは、メインスイッチレバーを他の 
ポジシヨンに切督えて〈ださい。 

* フラッシュ撮影でセルフタイマー撮影す 
るときは、フラッシュの巧電完了を確認 
してからシャッターボタンを巧して〈だ 
さい。 

* セルフタイマー撮影がおわったら、メイ 
ンスイッチレバーを" OFF " " S " " C " 

のいずれかの位置に戻して〈ださい。そ 
のままにしてお〈と次の撮影もセルフタ 
イマーが作動してしまいます。 





•室内や夜聞の撮影では、フラッ 
シュのご使用をおすすめしま 
す。フラッシュ撮影は、日陰の 
人物や逆光の人物などを撮影す 
るときにも効果的です。 


(1) き用フラッシュ HX -18 ff (別売）による撮影 

HXH 洲は自動調光撮影とフル発光撮影が選択できます。 


参自動 調 光撮影/絞り優先 AE 撮影の場合 



シューロックねじをゆるめ、カメ 
ラのホットシューにま用フラッシ 
ュを差し込みます。シューロック 
ねじを時計方向に止まるまで回し 
て固定させます。 

* 必ずシューロックねじで固定させてから 
ご使用〈ださい。 


カメラの電源を ON にしてから、フ 
ラッシュの口 ータリースイッチを 
回し、指標を AUT 0-1 または AUT 0-2 
に合わせ、レンズの絞りを合わせ 
ます。シャッターダイヤルを AE ま 
たは AEL に合せます。 




* AUTO -1 と AUTO -2 の選キ尺は、使用フィルム 
の感度と撮影距離に応じてミ夫めて〈ださ 
L 、。 詳し〈は、フラッシュの使用説明書 
をご賣〈ださい。 

* 紋リ優先 AE 撮影のときは、シャッターま 
度は自動的に1/125がに設定されます。 


* 撮影モードが連続撮影の場合は、を光間 
隔などフラッシュの性能をご確認の上ご 
使用〈ださい。 


sT 

/、、 
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充電が完了すると、ファインダー 
内に"125 4" マークが点灯します。 
ピントを合せ撮影してください。 




•自動調光撮影/マニュアル露出撮影の巧合 

1) 絞り優先 AE 撮影時と同様に、 AUT 0-1 または AUT 0-2 
を選巧します。 

2) ファインダー内の表示を見て適正シャッター速 
度を選巧します。 

* 1/125砂より速いシャッター速度は同調しません。 

3) フラッシュの巧電完了表示り25>)を確認し、ピン 
卜を合せ撮影してください。 

* AUTO - し2ながの紋りを選巧したい場合は、フラッシュの口 
ータリースイツチを FULU こ合せて〈ださい。絞り適正値は 
下表の公式に従いホめて〈ださい。 

正値を求めるな式 I 


(2) HX -14( 別売)使用による撮影 
を本操作は HX - 18 W と同様です。 

半フラッシュの A ポジションでは自動調光、 P . FULL ポジションではフ 
ル発光フラッシュとして使用できます。 

* 坦し、自動調光撮影（フラッシュの A ポジション）時の放りは J 如100 
で F 4 になります。 

* フラッシュの A ポジションでは、ファインダー巧に巧電完了表示は 
点灯しません。 

(3) ホ版のフラッシュを使巧の場合 

1) シャッター速度を1/125抄お下に設定します。 

2) 絞りをセットし}最影します。 

* 破りは、巧用ずるフラッシュの使用説明書に従いホ定してくださ 
い。 


適正絞り値 （ F ) = 


ボイドナンバーぶ. No .) 
撮影距離 ( m ) 


* フィルム感度別ガイドナンバーはフラッシュの使用説明書を 
ご賣〈ださい。 



そのド^ 


■巧寿宜について 


•専用アクセサリー(別売） 

視度調整レンズ（+2、+し0、 -1、 一3ディオブター）、交換レンズ、 
フラッシュ、カメラケースなどの幸用アクセサリーをご用意しました。 
詳し〈は、カメラのお買い上げ店にお問い合わせ〈ださい。 




おもなた!策 


♦ 下記性能については当社試験を件によります。 

♦ 製品の仕な、外観についてはそ告なく変更することがあります。 


形式 

: 35 mm レンズ交換ホ距お計連動フォーカルプレンシャッターカメラ 


画面サイズ 

:24 X 36 mm ( J 135 フイルム使用） 



:バヨネット式コニカ KM マウント 


シャツター型が 

:巧子制御が走行フォーカルプレンシャッター 


シャツターを巧 

:才ート ： I 6巧〜1/4 0 0 0巧（無段階）、 

マニュアル ： B (バルブ）、1巧〜1/4 0 0 0巧 （ 1 TV ステップ） 


シンクロ巧点 

:ダイレクト XJ を点,1/125杖'ムリ下で同調 


巧出制が 

:巧リ巧先 AE 、 マニュアル巧出、 AE □ック 


巧光方式 

: S P D をホ巧子使用の TT L 実おり測光（中央重点方式） 


測光連拉範囲 

:り S 0100 、F 2) EV 1 〜 EV 18 


フィルム感度连動を巧 ： D X コードじよる自巧設を時： 1 S 025〜5000、 マニュアル設を時：1 

6 4 0 0 (1/3 EV ステップ） 

so 6〜 

留出補正 

: -2 EV 〜 +2 EV (1/3 EV ステップ） 


ファインダー 

:実な距巧計式逆ガリレオをネ見ファインダー、倍率： 0. 6倍、巧お率： 8 5% 
連お距巧： 0.7 m 〜〇〇 

(3 m 時） 

ファィンダー巧表示 

:巧おが、シャッターまを目盛（を点合わせ巧お）、巧出巧正マーク、フラッシ 
完了表示（ま用フラッシュ使用時）、巧出连動お囲か S 告表示 

ュ巧巧 

巧！？枠 

:巧をレンズが応ネ見巧が自的切替え式（巧なレンズ： 28 mm 、35 mm 、50 mm 、75 mm , 
90 mm 、135 mm ), 手動切替え巧詔可能、バララックスき動補正 
















連動お離計 

スプリットイメージ*二重な合致式 

フィルム給送 

驾動式、まぶたを巧じてメインスイッチを入れるとスタートする才ートローディング、 

自動をき上げ、フィルムお了でオートリターン、をき戻しお了後自巧巧止、途中をき房し 
可能、をき戻し一時停止可能 

セルフタイマー 

巧子式、作動時問•約10巧、セルフタイマーランプが約7砂巧点な巧に約3巧間点巧、 

途中お除可能 

フィルムカウンター 

自巧な元順»ま、表示バネルじち示 

アクセサリーシュー 

ダイレクト X }妄点 

使用涵巧巧囲 

-1 0で〜+5 0で 

巧 池ちを 

の10 0本 （3 6枚巧りフィルム） 

電 お 

リチウムを油 （C R 2 • 3 V ) 2ホ 

大きさ ■ 巧量 

13 9. 5 X 8 0 X 3 5 mm 5 6 0 g (本がのみ、巧池別） 















